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学 会 長 講 演





「ウェルビーイングと持続可能な社会にむけて～未来志向の作業療法～」
第 36 回山口県作業療法学会　学会長

 原　直利
（山口県立総合医療センター）

　今回の学会は「ウェルビーイングと持続可能な社会にむけて～未来志向の作業療法～」をテー
マとしています。このテーマには作業療法と SDGs（Sustainable Development Goals、持続可能な
開発目標）が掛け合わされたときに、作業療法士たちは何を考え、どのような行動を起こすのだ
ろうかという期待感やわくわく感が詰まっています。SDGs の前身は 2000 年に制定された MDGs

（Millennium Development Goals、ミレニアム開発目標）でした。様々な社会目標が未達のまま、
SDGs に引き継がれていった形になります。SDGs の 17 の目標はウェディングケーキモデルによっ
て 3 層（4 層）に分類することができます。この中で作業療法士が個人としてかかわるものは「社会」
にあたるところになります。しかし、昨今の作業療法に求められていることは、個に対する支援だ
けではありません。ウェディングケーキモデルの「経済」にあたる項目、集団や団体、地域という
より広いフィールドへの参加が求められています。皆さんがまずこの学会長講演で視野を広げる準
備をし、学会の様々な企画でどのようなアクションを起こせるのか考えるきっかけにしてほしいと
願います。

学会長講演　10：10 ～ 10：25
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基 調 講 演





「持続可能な地域共創型ヘルスケアビジネスの挑戦
～立ち上げ前の想いから事業化まで～」

株式会社フジイコーポレーション　代表取締役
藤井　寛幸

企業の健康経営を支える作業療法士の役割と実践
【はじめに】
　少子高齢化と労働人口の減少が深刻化する国内、特に人口流出が進む地方において「健康経営」
は、人材確保・定着に不可欠な経営戦略となっている。従業員の健康増進を生産性向上に繋げる
この手法は、企業の競争力を左右する。本稿では、島根県の中小企業、特に建設業を対象とした
健康経営支援の実践知見に基づき、作業療法士が果たし得る具体的な役割とアプローチについて
論じる。

【地方中小企業における健康経営の課題】
　島根県では従業員 50 名以下の企業が約 9 割を占め、多くは衛生管理者配置義務がなく健康管理
リソースが不足している。そのため、腰痛やストレスといった心身の不調がプレゼンティーズム
や離職の要因となり、企業の持続的成長を阻害している。特に建設業界では、身体的負担が大き
い業務特性に加え、「職業病は仕方ない」という価値観が根強く、対策が後手に回りがちである。
さらに、中小企業特有の予算不足や、健康投資の効果が経営指標として見えにくい点も、実践を
阻む大きな障壁となっている。

【産業現場における産業作業療法の実践】
　こうした課題に対し、作業療法士は従業員の自発的な行動変容を促す専門職として、重要なパー
トナーとなり得る。そのアプローチは、単に健康情報を提供するのではなく、信頼関係を基盤と
し、人の気持ちの変化（行動変容ステージモデル）に沿った段階的な支援を行う点に強みがある。
まず、ワークショップなどを通じて従業員が自身の身体と向き合う体験を提供し、健康管理の価
値を実感してもらうことで、課題への当事者意識を醸成し、健康への「無関心期」から「関心期」
への移行を促す。次に、関心が高まった従業員が直面する「多忙で時間がない」といった実行面
の障壁に対しては、管理者が率先して柔軟な業務調整を行うなど、組織として行動を後押しする
環境を整備することが鍵となる。この過程で、作業療法士は経営層と従業員の対話を促し、組織
全体の機運を高める。最終的には、個々の成功体験を社内で共有し、称賛し合う文化を育むことで、
健康行動を習慣として「維持期」へ定着させます。重要なのは、健康経営を義務ではなく、「楽し
みながら続けられる」ポジティブな体験として根付かせることである。

【結論】
　作業療法士は、個人の価値観に寄り添い内発的動機づけを支援する専門性を活かし、企業の健
康課題という「見えないもの」を可視化する。これにより、健康経営を一時的な「施策」から持
続可能な「文化」へと昇華させることができる。地方中小企業の生産性向上と人材定着に貢献し、
企業の成長と従業員のウェルビーイングの両立を実現する上で、産業領域における作業療法士の
役割はますます重要となるだろう。

基調講演　13：30　～　14：30　
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【御略歴】
・出雲市民リハビリテーション病院 2011.4 - 
・株式会社 Community Care リハビリテーション部 部長 2016.7 - 
→ 2019.6 - 起業創業支援プログラム「雲南スペシャルチャレンジ」を活用し、健康経営支援事業を開始
・株式会社 Canvas 創業者・代表取締役 2021.3 - 
→健康経営支援事業を、より地域に根ざした形で展開するため、事業部を発展的に分社化 
・株式会社フジイコーポレーション 2024.9/18 創業 
療法士兼 しじみ漁師 ( 見習い ) 
○ ( 一社 ) 島根県作業療法士会 理事、地域支援事業委員会 委員 2019- 
○ 高齢者福祉計画・介護保険事業計画推進ワーキング「地域包括ケアシステム推進部会」委員 ( 松江市 ) 2021- 
○ 島根県リハビリテーション専門職協議会 ( 現 : しまねリハビリテーションネットワーク ) 会長 2021-2023 
○ �しまねリハビリテーションネットワーク 副会長・職能推進局長、しまね産業リハビリテーション委員会 委員 

2024-
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シ ン ポ ジ ウ ム





「多領域に拡がる作業療法～ウェルビーイングとSDGsの視点から～」

司会：原　直利（山口県立総合医療センター）
　　　　　　　　　　　アドバイザー：藤井　寛幸（株式会社フジイコーポレーション）

シンポジスト

　徳若　雅之（山口コ・メディカル学院）
　上谷　昌次（老人保健施設 アイユウ）
　田谷　由桂里（山口市役所）

シンポジウム　14：40 ～ 15：40

徳若　雅之（山口コ・メディカル学院）

　私は現在、養成校でセラピストを目指す学生の教育に携わる傍ら、整形外科クリニックでの臨床
業務、高校部活動やパラスポーツ現場でのトレーナー活動、スポーツ団体への体組成計を活用した
健康サポート、自治体や社会福祉協議会における介護予防事業の講師、そしてパーソナルトレーナー
としての個人事業を展開しています。
　活動の場や、現場で求められるニーズやデマンドは様々で、一つひとつの活動が独立した取り組
みに見えるかもしれません。しかし私には、どの場も、そこに携わる全ての人々も絶妙なバランス
で繋がっており、ウェルビーイングな相互作用を生み出す貴重な場となっているように思えます。
　これからも私は自分と同じアンテナを持つ仲間との関わりを通して、その感度をより高めていき
ながらも、自分とは異なるアンテナを持つ人々とも積極的に関わることで、新たな視点や気づきを
得て、自らのアンテナを増やしていきたいと考えています。そうして広げていく関わりと学びの循
環こそが、私にとっての「持続可能な作業療法」の未来です。
【ご略歴・プロフィール】
2001 年　山口コ・メディカル学院　 作業療法学科　卒業
2002 年　佛教大学　社会福祉学部　社会福祉学科　卒業
2001 年　小郡第一総合病院　勤務（～ 2015）
2010 年　山口県精神障害者バレーボール連盟 理事・コーチ兼トレーナー
　　　　　山口県鴻城高等学校　女子バレーボール部　トレーナー
2015 年　山口コ・メディカル学院　入職（現　作業療法学科　学科長）
　　　　　医療法人社団　東整形外科医院　非常勤

趣　旨
　近年、作業療法は医療・福祉分野の枠を超えて、多領域に拡がっており、そこでは、様々な作業
療法士が活躍しています。本シンポジウムでは 3 名のシンポジストに活動を報告していただき、新
しい領域で活躍されている作業療法士はどのようなことを考え、どのように作業療法を行っている
のかを皆さんと共有します。そして基調講演講師の藤井先生や参加者の皆様とともに、ウェルビー
イングと SDGs の視点から作業療法士が社会に対してどのように貢献していけるのか意見交換を行
います。この対話を通じて、参加者の皆様も含め、作業療法士が多領域で活躍していくための一助
となるようなシンポジウムにしたいと考えています。
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田谷　由桂里（山口市役所）

　山口市（以下、市）では、介護予防・日常生活支援総合事業の短期集中型サービス（以下、短期集中）
を令和 5 年度より本格実施している。現在、通所型として市内 6 カ所で展開されているが、徳地・
阿東地域ではリハビリ専門職の人材不足や送迎の広域性といった課題により、事業所の確保が困難
であり、地域間格差が生じていた。
　要支援認定等の軽度者は適切な支援があれば、元に戻れる可能性が高い。該当地域では、生活不
安を相談しても地域交流の情報提供に留まることが多く、要介護状態でない限り専門職の関わりが
得られない状況があった。国が目指す介護予防と作業療法は親和性があり、早期から関わる専門職
は作業療法士であってほしいと感じている。多職種で包括的な支援体制を構築することが望ましい
が、中山間地域の過疎地で、まずは作業療法で住民の幸福に寄与できることを示したいと考えた。
市は当該地域での訪問型短期集中の導入を検討し、令和 6 年 6 月に山口県作業療法士会（以下、県
士会）に相談した。検討会議を重ね、市は訪問型の実施を制度的に担保するために、要綱改正を行い、
令和 7 年 1 月に県士会との委託契約を締結した。同年 2 月より本格実施し、同年 7 月時点で 9 名の
利用実績がある。本取り組みは、中山間地域における持続可能な介護予防サービス提供体制の構築
にむけた実践例として皆さんに紹介させていただく。
【ご略歴・プロフィール】
1980 年 香川県高松市生まれ
2009 年 学校法人穴吹リハビリテーションカレッジ卒業 作業療法士免許取得
　　　　社会医療法人財団大樹会 総合病院 回生病院 入職
2017 年 山口市健康福祉部高齢福祉課（山口市基幹型地域包括支援センター） 入職

上谷　昌次（老人保健施設　アイユウ）

　地域に根ざした健康づくり、まちづくりの一環として「プロギング（Plogging）」を継続して実
践している。プロギングとは、スウェーデン語の「plocka upp（拾う）」と英語の「jogging（走る）」
を組み合わせた造語で、ジョギングしながらごみを拾う活動である。「拾う」という作業が、ひと・
まち・ものとのつながりを生み出し、達成感や楽しさ、社会貢献の実感が伴い、身体的・心理的・
社会的に満たされた状態、すなわちウェルビーイングの向上にもつながる。プロギングは世代を問
わず誰もが参加しやすく、健康づくりと地域課題の解決を同時に進める持続可能な活動だと考える。
プロギングを通して得られた気づきとともに、「地域共生の文化を育む作業療法」として、いかに
多領域に拡がり得るのか、またそれがどのようにウェルビーイングや SDGs の目標達成と響き合う
のかを話したい。共に地域の未来を形づくっていきましょう。
【ご略歴・プロフィール】
老人保険施設で勤続 17 年。地域での保健推進、認知症サポーター養成や社会復帰及び参加のための支援を行って
おり、SDGs を意識した活動に繋げている。

2017 年　corefeel Narrative　起業

認定作業療法士
日本パラスポーツトレーナー協会（JPSA） 認定パラスポーツトレーナー
日本コアコンディショニング協会（JCCA） アドバンストトレーナー（JCCA 他 4 ライセンス）
メンタルウェルネストレーニング協会（MWTA) 認定ビジョントレーニング指導員
赤十字 Basic Life Supporter、First Aid Provider　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

山口作業療法・17 巻・第１号・2025 年 9 月

- 18 -



ワ ー ク シ ョ ッ プ





⼩児領域ワークショップ　10：35 ～ 11：25　　11：35 ～ 12：25

ゆるっと体感！現場あるあるで学ぶ “動機付け面接 ”
～笑って気づいて、明日から使える対話のヒント～

ファシリテーター：池田　晶代（医療法人　和同会　吉南病院）

＜プロフィール・略歴＞
1998 年 国立呉病院付属リハビリテーション学院 作業療法学科 卒業
1998 年 吉南病院 勤務
所属：動機付け面接 MI トレーナー（MINT メンバー 2024 in Christchurch）
　　　寛容と連携の日本動機づけ面接学会 指導者研修修了
　　　精神科作業療法学会（POTA）　理事
　　　野菜ソムリエ（2010 年取得）
　　　ヨガインストラクター（RYT200）取得目指し　勉強中
作業療法士として経験を重ねる中で「なんとなくできている」気がする一方で、本当に相手の話を
“ 聴けて ” いるのか？と悩むように。そんな自問の中で出会ったのが動機づけ面接（MI）でした。「相

精神領域ワークショップ　10：35 ～ 11：25　　11：35 ～ 12：25

学校の先生と考えるウェルビーイング
～まなびの芽を伸ばす教室づくり～

ファシリテーター：倉重　智恵美
（特定非営利活動法人すもーるすてっぷ　子ども発達支援　てだのふあ）

プロフィール・略歴の他
　大学卒業後、鹿児島市や周南市の重症心身障害児施設に勤務し、主に入所や外来の個別の作業療
法を実施。
　2024 年 2 月より児童発達支援・放課後等デイサービス事業所に勤務。生活の中で子どもたちの発
達をどう支援していくか日々勉強中。

【ワークショップについて】
　子どもたちが家庭の次に長く過ごす学校。
　その学校で子どもたちが何に困っているのか、教室の様子などの情報から評価し、
子どもたちの「できた！」が生まれる工夫をみんなで考えてみませんか？
　普段、医療として関わっている病院勤務の OT のみなさんも
子どもたちが生活している場と自分がやっている治療を結びつけて考える
ヒントを見つけてください。
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手の力を信じて引き出す」その姿勢は、作業療法の本質にも通じると感じています。今回は、MI
の基本を、みなさんと楽しく体感できる場になればと思います。
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糖尿病を合併した重症ばね指に対して
とくなが法の保存的介入が奏功した一例
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腱移行術が行われた橈骨神経麻痺に
対しカナダ作業遂行測定法を用いて
装具の適応を検討した一例
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frozen shoulder（凍結肩）に対する
silent manipulation 施行後の
当院プロトコル
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急性期病院での終末期患者に対して
生活行為向上マネジメントを用いた
Advance Care Planning
〜生きてきた証を残すため〜
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補助手から実用手への移行を促した
脳卒中患者の一症例 －心理的支援と
行動変容に着目した回復期から外来
期にかけての継続的な作業療法
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左被殻出血により全失語を呈し，
スマートフォン操作を再獲得した症例
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軽度失語症患者の復職支援：
急性期より外来リハビリに移行し
復職支援介入した一例
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リンパ浮腫を合併した進行がん患
者に対する作業療法の必要性～作
業機能障害の評価を通して～
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フレイル状態が疑われた高齢者に
対し入院中にセルフマネジメント
シートを活用した介入により社会
参加を促進した一事例
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代償動作を用いて結髪動作獲得し
た症例について
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目標設定支援アプリ導入によるリハ
ビリスタッフの教育に関する探索的
検討 ～アンケート調査を通じて～
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臨床における「社会資源」概念の変
容－作業療法カウンセリングによる
実践的気づき－
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